
【罰則の流れ】消防法に違反すると、取り締まり→是正指導または警告→略式起訴→罰金刑という流れで進んでいきます。

消防法に基づき、消防用設備の点検はその結果を定期的に報告しなければなりません。報告がない場合は取り締まりが
強化され、消防署による指導や警告が言い渡されるでしょう。それでも改善されない場合は、略式起訴が実施されます。
略式起訴とは、通常の起訴手続きを簡略化した起訴方法で、100万円以下の罰金・科料に相当する事件である場合に利用
することがほとんどです。

間仕切り工事・パーティション増設を
お考えの企業様・ご担当者様へ

違法パーティション
にご注意ください

いざという時に、大切な御社を守るため。
企業防衛の知識は大変重要です。

知らない間に、社内に違法パーティションが設置され
ていたとしても、法人の代表もしくは法人の代理人の
責任が問われるリスクが発生します。

万が一の際に、消防法を遵守していたか、違法があっ
たかでは、行政。世間の認識が変わります。

間仕切り工事などの際は、安易に業者を選定せず、法
人の施工ルールに詳しい専門業者に依頼しましょう。

御社の大事なお金と
人材を守るオフィス施工

株式会社ナガシマ TEL：0270-26-1726
〒372-0046 群馬県伊勢崎市三光町3-10

まずはお電話

防火対象物に対する措置命令に違反した者（使用禁止・停止・制限など）：3年以下の懲役また
は300万円以下の罰金

防火管理者選任命令に違反した者：6か月以下の懲役または50万円以下の罰金

立入検査を拒否等した者、資料提出命令・報告徴収命令に違反した者：30万円以下の罰金また
は拘留

ナガシマなら・・
・違法パーティションの実態に精通した専任メンバーがお見積り前に厳しくチェック
・メーカーと直接交渉にて仕入れが可能なため、安心価格でご提供（取扱い20社以上）
・総合商社だからできるアフターフォロー体制の整備で、納入後のお客様をサポート

罰則の一例 （オフィスレイアウトを考えるにあたり考慮に入れるべき事項は多くあります。
そのうちの重要な事項のひとつが消防法です）
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